
２ 水道管が縦断的に掘削内に露出、または影響線に入るもの。

〔適用範囲〕水道管φ７５～３５０ｍ／ｍ

木製パッキン

コンクリート再生砕石（０－４０）

φ２００～φ３５０については管底下３．５ｍを越えるもの。

1 掘削深が水道管φ７５～１５０については管底下２．８ｍ、また

注） 下記の事項については、水道局と別途協議すること。

３ 水道管の曲管部が露出するもの。

４ 水道管の管種が塩ビ管または石綿管のもの。

口   径

φ50～φ350

吊  防  護 抜け出し防止防護

埋戻の際撤去 埋       殺

（  ）内数値はφ２００～φ３５０の場合適用
※  タイコ落しについては正角でもよい。
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（  ）内数値の場合は点線の防護工とする。

<ベースコンクリート平面図>
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